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想による SF は書きにくくなっていった。中国の SF は、文革収束後、にわかに息を吹き返し


































































































































































































の The Shape of Things to Come に言及し、「予言の正確さは豊かな想像と科学的思考によ
る」と評価した。顧均正が求めていた SF は、単に科学的に正しい作品ではなく、豊かな想
像性を帯びたウェルズ風の作品だった。しかしやはり、ヴェルヌの作品のように科学的に正
しいことを求めて、ヴェルヌがあちこちから関連知識を引用したのと同様に、翻訳の過程で
関連知識を引用し、多くの注や補足説明を加えた。ヴェルヌの作品は、編集者エッツェルと
の契約によって、主に児童の読物として商業的に成功をおさめたが、その一方で、教育的配
慮のために、想像力に歯止めがかけられていたと見る研究がある。顧均正の SF 創作（翻訳）
にも、ヴェルヌと同様の、青少年を読者対照にした事情がうかがわれる。顧均正は、ウェル
ズの作品のような、現実を越える想像性を求めつつも、その飛躍を批判し、科学技術の知識
で埋めて、科学的整合性をとることにこだわった。その結果、たくさんの注や補足説明が付
されることになったのである。中国における顧均正の SF に対する評価がヴェルヌ風である
ことを暗に含んでいる点を考慮し、また中国におけるヴェルヌ風／ウェルズ風をめぐる言説
やヴェルヌとウェルズの作風の相違に関する欧米の研究を整理すると、顧均正の作品は
「ウェルズ派から出発したヴェルヌ派」といえる。
三）1930 年代の中国の科学小説が、大衆の科学啓蒙という清末期からの科学小説観の伝
統を引き継ぎながら、ソ連の文芸理論を受容した戦闘的な科学小品文を発展させた結果、あ
るいは米国のパルプ・マガジン SF を受容した結果、多様化していたこと。
高士其の「菌児自伝」が、ヴェルヌの作品のように主人公が旅をして「エキゾチックな科
学の教科書からかいま見えるような空想的な空間内での《 内 挿
インターポレーション
》」を行った作品で
あったとするなら、顧均正の作品は、既知の科学知識をもとに外挿を行ったウェルズ風の作
品を受容しつつ、読者の作品解釈を助けるために、あるいは空想の飛躍を埋めるために、科
学技術の補足説明を付け加えた作品だった。1930 年代の雑然とした科学小説観、または SF
観は、『科学世界』に掲載された、様々な趣向の科学小説にも見て取れる。
